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１月末、Ｔ駅で新幹線へ車いす案内のためスロープ
板を付けて案内したが、案内後、乗車する旅客が大
勢乗り込んできたため、担当者が降りられなかった。
ホーム担当者は案内終了が分からないまま発車時間
のため発車案内をした。スロープ板がついたまま列
車が起動し、近くにいた清掃作業員がスロープ板を
蹴り、取り外したという事象。

２月上旬、Ｓ駅では『ホームドアの外側に旅客がいる』との通報を受けたた
め係員が駆けつけた。すると旅客は線路に降りてしまった。慌てて、「抑止手配」
を他の社員に頼んだが、「抑止完了」を確認せずに線路内に降りてしまったと
いう事象。

　どちらも連絡・連携がうまくいっていない状況であったと思われ
ます。社員同士でも、グループ会社の社員とも「連絡の徹底」がさ
れているのか、連携はどうなのか改めて点検することが必要です。
　「組織再編」などの動きも急で、教育が追いつかないことが問題と
なっています。コロナ禍で出来なかった「安全教育」を今こそ徹底
すべきです。
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